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論文掲載 

【本研究成果のポイント】 

 日本人女性を対象として、月経痛と生活の質を調査した結果、月経痛が重度なほ

ど生活の質が低下していることが明示されました。 

 月経痛の重症度とともに日本人が感じやすいネガティブな感情や心因性の痛みに

ついても調査したことは、これまでの諸外国の研究と異なる重要な知見です。 

 本研究は、月経痛のために日常生活に支障をきたしている日本人女性を支援する

ための施策の開発に役立てられます。 

 

【概要】 

 図 1 に本研究の概要図を示します。 

 16～29 歳の日本人女性を対象に横断的なアンケート調査を行いました。 

 主な調査内容は、月経痛と生活の質に関するものでした。 

 回答者のうち、471 名が月経痛の有症者として本研究の解析に含まれました。月

経痛の重症度は、痛みの程度の評価に基づいて、軽度、中等度、重度に分類され

ました。（図 2） 

 月経痛が軽度、中等度、重度な 3 群で生活の質のスコアを比べた結果、月経痛が

重度なほど生活の質のスコアが低いことが明らかとなりました。 

 生活の質をさらに細かく分析すると、身体的、心理的、環境的な生活の質が、月

経痛が重度な群では低い結果となりました（図 3）。 

 本研究成果は 2023 年 3 月 16 日に「PLOS ONE」に掲載されました。 
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【背景】 

 月経痛は、月経に伴って経験する子宮由来の痛みのことをいいます。日本でも多く

の女性が月経痛に悩まされていて、月経痛は重大な健康問題の 1 つであるといえます。

近年、月経痛が学業成績や仕事の効率を低下させることが指摘されており、諸外国で

は月経痛と生活の質に関する調査が行われています。これらの調査では、月経痛は文

化的・社会的背景が密接に関連するため、国を超えて月経痛と生活の質の関連を一般

化することができないことが限界点とされています。日本では月経についてタブー視

される傾向が強いことや、抑うつ症状を感じやすい方が多いなど、月経痛に影響を及

ぼしうる文化的・社会的背景があります。しかし、日本において月経痛と生活の質の

関係は未だ明らかにされていません。このような文献上のギャップを埋めるために、

月経痛の重症度が日本人女性の生活の質に影響を与えるかどうかを探ることを目的

に研究を実施しました。 

 

【研究成果の内容】 

 本研究は 16～29 歳の女性を対象に、オンラインでのアンケート調査を実施しま

した。アンケート調査の主な内容は、月経痛と生活の質に関するものでした。 

まず、本研究の回答者と月経痛の有症率について図 2 に示します。有効回答 495

名のうち、471 名が月経痛の有症者として本研究の解析に含まれました。その後、

回答者は痛みの程度の評価に基づいて、軽度（156 名）、中等度（249 名）、重度（66

名）に分類されました。本研究における軽度以上の月経痛の有症率は 95.1%でした。 

月経痛の重症度別に生活の質を比較した結果、月経痛が重度であるほど生活の質が

低いことが明らかになりました。また、生活の質のスコアをさらに細かく分析すると、

月経痛が重度な女性は、身体的、心理的、環境的な生活の質を表す下位尺度のスコア

が低下していることが示されました（図 3）。 

これらの結果から、重度の月経痛は身体的な側面のみならず、心理的、環境的な側

面を含む全般的な生活の質を阻害することが考えられました。 

 

【今後の展開】 

 本研究によって、重度の月経困難症を持つ日本人女性は、生活の質が低い日常生活

を送っていることが浮き彫りとなりました。この知見は、月経痛の症状を管理するた

めの新しい治療法の確立、医療機関へのアクセスの容易化、女性の社会参加の促進な

ど、制度の改善を設計するための基本情報として活用される予定です。そして我々は、

月経痛を予防・軽減するための対応策の確立に向けて研究を続けていきます。 
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図 1 本研究の概要図 



 
図 2 本研究の回答者と月経痛の有症率について 

 

 

 
図 3 月経痛の重症度ごとの生活の質の下位尺度の比較 
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